
 たんぽぽ通信 10 月号  
秋風が吹く今日この頃いかにお過ごしでしょうか？ 

何か新しいことに挑戦したり、おいしものを食べたりしてますでしょうか。 

たんぽぽでは、敬老会を実施しました。 

秋田のだまこ汁を食べたり、職員が元気よくソーラン節を踊ったりしました。 

飾りつけも、敬老会らしく鶴や亀など長寿を祝う飾りつけをスタッフが心を込めて 

設営してくれました。 

【だまこ汁】 

鶏ガラベースの汁に鶏肉や野菜、すり鉢で突いたご飯を団子にしたものが入った、秋田の冬には欠かせない、家庭

で作られている郷土料理 

秋田では、子どもの遊び道具「お手玉」を「だまこ」と言い、炊きたてのご飯をすり鉢に入れ、すりこぎでほどよくつ

ぶして手のひらで丸めたものがだまことなる。いわば、ごはんの団子であり、お手玉の形に似ていることから「だま

こ」の名が付いたとされている。また、だまこがあまりにもおいしくて子どもたちが夢中になって食べることから、

「黙って食べる子」が「だまっこ」と呼ばれるようになったという説もある。 

   

 

 0465-43-9616    ＜＜お問い合わせ・ご見学＞＞ 

令和５年 10 月号（不定期発行） 

HP：http://www.shofukai.or.jp/ 

医療法人社団湘風会   

看護小規模多機能型居宅介護施設たんぽぽ 

                                    

温かくて美味しかっ

たです☻ 

ご興味あればお気軽にご連絡下さ

い。 

スタッフ一同、お待ちしております。 



 

 

 

 

 

 

いつまでも

お元気でい

て下さい 


